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は し が き

貝塚市は、 古い歴 史と伝統 には ぐくまれ た貴重 な文化遺産を今 日に伝 えて

いる町 と して知 られています。なかで も、祖先の人 々の血 と汗 の生活 の記録

で ある埋蔵文化財が、全市域 に散在 してい ます。

特 に、 中世 には、神前千軒 と呼 ばれ る集 落があ ったと伝承 され る加治 ・神

前 ・畠中遺跡か らは、奈 良時代 の住居跡や平安時代 の土器が出土 し、奈良時

代か ら平安時代 にわたる集落 の一端が発見 され ま した。

この調査報告書は、昭和53年 度中に市 内の埋蔵文化財包蔵地 にお いて実

施 した貝塚市遺跡群発掘調査のまとめであ ります。

最近各地で開発か、文化財保護 かと論議 を呼 んでいるところであ りますが、

この報告書は市民の皆様方 の ご理解を得 ま して、文 化財 の保護 についてよ り

一層認識 を深 めていただ くための一助 となれ ば幸 に存 じます。

貝 塚 市 教 育 委 員 会

教育 長 亀 岡 久 夫



例 言

1.本 書 は、 貝塚 市 教 育委 員 会 が 、 国庫 補助 事 業

(総 額3,000,000円 、 国 補 助率50%、 府補 助

率25%、 市 負担 率25%)と して 計 画 し、社 会

教 育 課 が担 当実 施 した 、貝塚 市 遺 跡群 発 掘 調 査記

録 で あ る。

2.調 査 は、 貝塚 市 教育 委 員 会 、 吉 川和 則 を担 当

者 と し、 昭 和53年4月13日 に着 手 し、昭和54

年3月31日 に終 了 した。

3.調 査 の実 施 と整 理 に あた って は、久 保 泰 浩、

森 茂、 藤 木隆 、文 野 達 也 、藤 本 智 子 、 井 阪恵 子、

上西 弘 美 諸 氏 の協 力 が あ った。 ま た、 石 神怡 、 広

瀬 和 雄、 灰掛 薫 、 神谷 正 弘 の 諸 氏 か らも有益 な助

言 を得 た 他、 土 地 所 有 者の 溝端 ミツエ、 佃七 雄 氏

か ら も多 大 な協 力 を 得 た。 記 して感 謝 の意 を表 す

る次第 で あ る。

4本 調 査 に あ た って は、写 真 、 実 測 図 な どの 記

録 を作 成 す る と と もに、 カ ラー ス ラ イ ドを作 成 し

た。 広 く利 用 され る こ とを希 望 した い。
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貝 塚 市 遺 跡 群 発 掘 調 査 概 要

第1章 位置 と環境

貝塚 市 は、 大 阪府 の南 部 、 大 阪市 と和 歌 山市 の ほぼ 中 間 に位置 し、 東 西143

Km、 南 北48筋 の細 長 い行 政 区域 で あ る。 そ の北 西 は大 阪湾 を 隔 てて、 六 甲山

系 、淡 路 島 を 望 見 し、 南 は和泉 山 脈 をへ て和 歌 山県 との境 とな る。 この 山脈 よ

り流 れで る津 田川 ・近 木川 ・見 出川 の3河 川 は平野 部 を横 断 し、 大 阪湾 に注 い

で い るo

山地 は 主 に和 泉砂 岩 か らな り、 急 な傾 斜 地 にや や深 く谷 が刻 まれ て い る。 蕎

原 ・大 川 ・秬谷 の集 落 は この谷 の 出 口 に発 達 した 山 間の 小 盆地 で ほ ぼ東西 に な

らび、 その 高 さは200m内 外 で、 これ か ら下 に も200～300mの 丘 陵地 が あ る。

丘 陵地 は2つ に分 け られ、1つ は蕎 原 、大 川 、秬 谷 か ら北 へ木 積 ・馬 場 あ た りま

で連 な る丘 陵 性 山地 で、 主 と して花 崗 岩層 か らな って い る。 も う一 つ は木 積 盆

地 以北 の 小 高 い 丘陵地 であ る。 これ は洪積 層 と呼 ば れ、砂 、礫 、 粘土 等 か ら出

来 てお り、 み かん の 裁培 地 とな って い る とこ ろ もあ る。

平 地 は 洪 積 層 と沖積 層 に分 か れ、 洪 積層 は近 木 川 、津 田川 、見 出川 に よ り深

く刻 まれ、 川底 との 間 は5～10m位 の断 崖 にな って い る所 が 多い。 この 洪積

層 の突 端 に寺 内町 、 願泉 寺 が建 て られ 、 国道26号 線 は その崖 下 に 沿って 海 岸

に併 行 して通 じてい る。 又、 この洪 積 平地 は用水 が十 分 に得 られ ない か ら、 奈

良 、播磨 、 讃 岐平 野 等 と共 に用 水 池 の最 も発 達 した 地帯 で あ り、 数 多 くの溜 池

を平 地 や丘 陵地 に設 けて 、漑 灌 用 に供 して い る。

次 に、 一 段 低 い平 地 は沖積 層 と呼 ば れ る最 も新 しい土地 で あ る。海 岸線 は約

4驫 あ り、 白砂 青 松 の 景勝 地 と うた われ 、 大 阪 で名 残 りを と どめ る数 少 な い海

浜 の1つ と して海 水 浴 場 と して も貴 重 な存 在 で あ る二 色 ノ浜が あ る。 しか し附

近 に工 場 が 建 ち並 び、 環境 整 備 計 画 の実 施 と共 に様 相 が変 化 しよ う と して い る。
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第2章 調 査 に い た る 経 過

市 域 には 、現 在56の 埋蔵 文 化 財 包蔵 地 が 周 知 され て い る。 これ らを種 別 し

て み る と、城 跡10、 寺 院跡8、 古墳 ・古 墓7、 窯 跡3、 散 布 地27、 その他2

とな り、 その多 くは遺物 散 布地 と して しか確 認 されて お らな い。 又、 その 出土

遺 物 も個人 ・団 体 等 の保 管 と して あち こち に ち らば って お り、 十 分確 認 で きえ

て い な いの が現 状 で あ る。 又、 散 布地 以外 も古 図 等 に よ り確認 され てお るだ け

で、 実際 に 遺構 、 遺 物等 が 確認 で きて い るの は極 限 られ た もの だ けで あ る。

しか し、 この よ うに各 遺跡 の性 格、 範 囲 等 把握 で きて いな いな か で、近年 遺

跡及 びそ の周 辺 地 域 で の住 宅 を 中心 と した小 規模 開発 が 相 つ いで きた。 そ こで

昭和51年 秋 以 来 、府 教委 の指 導 によ り埋 蔵 文 化 財 包蔵 地 及 び周 辺地 域 における

土木 工 事 等 に よ る発 掘 に対 す る確 認 調 査 を行 って きた。 昭 和53年 度 中 には その

「土 木 工事 等 に よ る発 掘 届 」は、 約70件 も提 出 され て い る。

そ こで 今年 度 よ り国及 び府 の補 助 を うけて 、市 内遺跡 の 緊急 発掘 調 査 を 実 施

す る運 び とな った。 市域 の 各 遺跡 は上 述 した よ うに範 囲 性格 等 まだ まだ不 明確

で あ り、範 囲確 認調 査 の意 味 あ い も もつ もの で あ る。

以 下概 要 を報 告 す るの は、 新 井 ・鳥 羽 遺跡 、加 治 ・神前 ・畠中遺 跡 での 調 査

で あ る。 共 に住 宅建 設 に伴 う緊急調 査 で あ る。

新 井 ・鳥 羽 遺 跡 の周 辺 には、 東 か ら南 にか けて 、 奈 良時 代 の秦 寺跡 、 奈 良時

代 の 海岸 寺 山墳 墓 遺跡 、 古墳 時 代 の海 岸 寺 山 古墳 、 海岸 寺 山須 恵器窯 跡 、 南須

恵 器窯 跡群 、 弥 生 ～ 古墳 時 代 の半 田遺 跡 、弥 生 時代 の新 井 ノ池遺 跡 、 室町 時 代

の墓 地 、橋 本遺 跡等 が み られ、 北 は津 田川 とな る。 今 回の 調査 で は これ らの遺

跡 の 中 で は比 較 的新 しい時 代 の遺 跡 で あ る。

又、 加 治 ・神 前 ・畠中遺 跡 は、 近 木川 下 流 右 岸 の低 位 段 丘 上 に位 置 す る広 大

な面 積 を有 す る遺 跡 で あ り、平 安 時代 の瓦 を 出土 した長楽 寺跡 、 奈 良 時代 の瓦

を 出土 した とい わ れて い る加 治 ・神 前 遺跡 が あ り、 平 安 時代 の瓦 を 出土 して い

る近 義 堂廃 寺 と い われ ると ころ もあ る。
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第3章 調 査 概 要

1.新 井 ・鳥羽遺跡(第1調 査地)

市 内東北部の低位段丘上に位置 す る新井 ・鳥羽遺跡 は、無土器～室町時代の
0

遺物散布地 と して文化財地名表 に記載 され てい る。 字新井の村を除けば、多 く

は水 田の下 に眠 っているが、国鉄東貝塚駅、第2阪 和国道 に近い こともあ り、

近年小規模 の建売住宅が次 々と建 ち並 び 日々様相 を変化 しつつ ある。

今 回の調査地 は、遺跡 の東部で海塚大池 のす ぐ東、新井字堂ノ前 と呼ばれ る

と こ ろで ある。調査面 積は約140㎡ で ある。

註 ① 大阪府教育委員会 「大 阪府文化財地名表 」1978

挿図1位 置図
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1.層 位

上 か ら第1層 が暗 灰 色 土(耕 土)、 第2層 が 茶黄 色土(床 土)、 第3層 が 灰

黄 色 土 、 第4層 が 灰裼 色 土 で、 地表 か ら約50cmの 厚 さを 測 る。第4層 か らは、

瓦 器(塊)、 土 師質 土 器(甕 、 土 釜 、小 血)、 須恵 質 土 器(練 鉢)、 瓦 質 土 器

(土 釜)、 瓦 等 中世 遺 物 が 出土 して い る。 地 山 は茶 黄 色 粘 質土 で、 遺構 は この

上 面 で検 出 され た。 地 山面 の標 高 は24.9m前 後 で あ る。

捕図2断 面実測図

2.遺 構

検 出 され た遺 構 は、 井戸2基 、 溝3条 、土 拡1個 、 ピ ッ ト30余 個、 落 ち込

み2ケ 所 で あ る。 以 下簡 単 に説 明 を加 え る。

井戸 一12mX25mの 楕 円形 の掘 り方 を 呈 し、 深 さ23mを 測 る。 埋 土

中 層(灰 一.,色土)よ り瓦 質 の 土釜 が、 下 層(青 灰 色 粘土)よ り、 土 師 質 土 釜 、

土 師質 練鉢 、瓦 、 木 片 等 が 出土 した。

井 戸 一2井 戸 一1を 切 り掘 られ た 井戸 で 南 に位 置 す る。2m×1.6mの 円

形 の掘 り方 を 呈 し、 深 さは1.5mを 測 る。 埋 土上 層(黄 褐 色 粘質 土)よ り瓦器

塊(完 形)が 、 下 層(青 灰 色 粘 土)よ り、 瓦 器塊(完 形 、 高 台付),土 師質 土

釜 、須 恵質 練 鉢 が 出土 した。

溝 一1北 西 一南 東 方 向の 幅70cm、 深 さ40cm、 長 さ14mのU字 型 を呈 す 。

溝 内 か らは瓦 器 が 出土 した。 井戸 一1、 溝 一2に 切 られ る。
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溝 一2北 東 一南 西 方 向 の幅50～70(珈 、 深 さ10伽 、長 さ16mの 浅 い溝 で

瓦器 、 瓦 等 出土 した。

溝 一3幅40cm、 深 さ10em、 長 さ21mの 溝 一1と 平 行 す る小溝 で あ る。

土 拡 直 径2m、 深 さ10em余 の浅 い隅 丸方 形 を呈 し、 灰 褐 色 土 を埋 土 とす る。

土 師質甕 、 土 釜 、 小皿 、 土錘 等 が 出土 した 。

落 ち込 み1調 査域 東 南隅 で トレ ンチ上 に検 出 された 落 ち込 み で、0.5m×3.

3m、 深 さ50砌 の掘 り方 を呈 す る。 瓦 質 、 土 師質 土 釜 が 出土 した。

落 ち込 み2幅3m、 長 さ6m、 深 さ50emを 測 り、一 見 溝 状 を呈 す る。 下 層

(灰 色 粘土)よ り、土 師 質土 釜 、 甕、 瓦 が、 煤 の付着 した河原 石 と共 に、 割合

ま とま った 状態 で 出土 した。

ピ ッ ト 直径20～30cm、 深 さ10～20碗 の 円形 の掘 り方 の ものが 多 く、

根 石 の残 る もの もみ られ たが、 相 互 にお け る関連 は つか め えな か った。

3.遺 物

今 回の調 査 に お いて 出土 した遺 物 は、 収納 箱約6箱 で あ り、ほとんど が土 器 、

瓦 で、 小 片 が 多 い。 多 くの遺物 は南 北 朝 時代 か ら室 町 時代 にか けて の もので あ

る。 以 下総 括 的 に説 明 を加 え て お く。

瓦 器 口径13砌 、 高 さ3.5伽 で、 方 形 の 機能 を は た さない 貼 り付 け高 台が

つ き、 内 面 に は 渦巻 状 の暗 文 が み られ る焼 成 良好 な塊 と、 高 台 を もた ない、 口

径14砌 前 後 、 高 さ3cm前 後 の や や薄 手 の 外面 下 半 に 指 の圧 痕 を の こす もの と、

少 し調整 を 加 えて い る もの とが み られ る。

土 釜 瓦 質 の羽 釜 は、 口径23cm、 現 高3伽 の や や 内傾 す る口縁 に端 部 を 平

担 に仕上 げ る もの と、 口径30cm、 現 高5cm、 の 内傾 す る 口縁 端部 を外 へ 折 り曲

げ た もの とが み られ る。 土 師質 の羽 釜 は、 口径20、25、30cm位 の大 き さの も

のが み られ 、 内傾 す る口線 は端 部 で 少 し外 へ折 り曲 げ て い る。

甕 口径28cmの くの字 形 に大 き く外 反 す る 口縁 部 に端 部 は 内外 に肥 厚 し平 担

と な り肩 部 に断 面 三 角形 の貼 り付 け突 帯が み られ る。 外 面 に は全 面 に煤 が付 着

一5一



して い る。

練 鉢 須 恵 、 土 師 質共 に1点 つ つ 片 口の 鉢 とみ られ る もの が あ る。

そ の他 連 珠 文軒 平 瓦 、蓮 華 文 軒 丸瓦 、 平 瓦 、熨 斗瓦 、 丸瓦等 の少 し時 代幅

のあ る瓦類 の ほか 、土錘 、 土師 質 小 皿等 も出土 して い る。

4お わ りに

新 井 ・鳥 羽 遺跡 は、東 西300m、 南 北500mに お よぶ 無 土 器 ～室 町 時代 の遺

跡 で あ る。 これ まで の分 布調 査 や今 池 周 辺 の試 掘調 査 に よ り若 干 の遺物 が 採集

出土 して い る。 今 回 の調 査 に よ り、 南 北 朝 ～室 町 時 代 にか け て の 遺構 を検 出 し

た。

2基 の井 戸 は元 々直径2m、 深 さ1.5m、2.3mの 円形 の掘 り方 を 呈 し、互

いに 切 りあ って お り、14世 紀 頃 に比 定 され る瓦 器碗 ・羽 釜 ・甕 ・錬 鉢 ・瓦 等 が

出土 して い る。溝2の 北 、落 ち込 み2か らも、 下 層 よ り羽 釜 ・瓦 ・甕 等 が 煤 の

付 着 した河 原 石 と共 に多 く出土 して い る。 又 、 この よ うに10点 余 で はあ るが、

瓦 が 出土 して お り、調 査 地 「堂 ノ前 」の近 くに は 「薬 師 」とい う小 字名 も残 り

厂貝 塚 願 泉 寺本 末 寺 院 明細 帳 」に は 中世末 期 に尊光 寺 が新 井 か ら移 った と記 載

され て お り、 正福寺 も新 井 か ら移 った と され て い る。

2.加 治 ・神 前 ・畠中 遺 跡(第2調 査地)

近 木 川下 流 の右岸 か ら南 海 貝塚 駅 付近 にか け て広 が る1.4働 ×1.1働 の 繩 文

～ 室 町 時代 の複 合 遺跡 で あ る。 数 年 前 よ り遺 跡 を 縦 断す る貝塚 申央 線 予定 地 内

0
に お いて調 査 が行 われ 、 平安 時 代 の建 物跡 等 が 検 出 され て い る。 又 、 この計 画

道 路 が 実 施 され れ ば、水 田下 に 眠 って い る遺 跡 はた ちま ち の うち に宅 地 とな り

破壊 も生 じて くる恐 れ もあ る。今 回 の調査 地 は、 遺 跡 の南 端 に あた り近 木 川 右
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岸 の河 岸 段 丘 上 に あ り、 畠 中字 川 ノ上 と呼 ばれ てい る と ころ で あ る。 調 査 面 積

は約200㎡ で あ る。

①大 阪文 化財 セ ン ター 「貝 塚 中 央線 予 定 地 内試 掘 調 査 」1976

大 阪 府 教育 委 員会 によ る1978年 の調 査 、広 瀬 和雄 氏 よ り御教 示

挿図3位 置図

1.層 位

調査 区 の基 本 的 な土 層 は、 第1層 が暗 灰 色 土(耕 土)、 第2層 が茶 灰 色 土(

床 土)、 第3層 が黄 灰 色 土、 第4層 が灰 褐 色 土 、 第5層 が 暗茶 色 粘質 土 で あ る。

第4層 及 び第5層 は所 謂 包含 層 で、 第4層 か らは須 恵 器(坏 ・甕 ・長 頸 壺 ・瓶

・タ コ壺 等) 、 土師 器(甕 ・坏 ・皿 ・塊等)、 黒色 土 器(塊 ・坏)、 に混 じり

瓦 器 碗、 瓦質 土 器 とい った 申世 遺 物 も出 土 して い る。 又、 第5層 か らは、 須恵
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器(坏 ・甕 ・タコ壺)、 土 師器(高 坏 、・坏 ・甕)が 出土 して い る。 時 期 的 に は

第4層 が 平 安時 代 、 第5層 が 奈 良 時代 の もの が 多 い。 遺構 は第5層 及 び第6層

上 面 で 検 出 され、 地 山面 の標 高 は第1遺 構 面 で16.6m前 後 、 第2遺 構 面 で は、

16.4m前 後 で あ る。

1耕 土4灰 竭色土7灰 褐色土(や や粘質)
2床 土5暗 茶色粘質土8灰 色砂礫

3黄 灰色土6褐 色混り黄灰色土9礫

挿図4断 面実測図

2.遺 構

今 回 の 調 査 に よ り検 出 され た 遺構 は、 第1遺 構 面 で 、土 拡1個 、 ピ ッ ト10

個 が、 第2遺 構 面 か らは、 ピ ッ ト21個(内 、 掘立 柱 建 物1棟)、 溝3条 が 検

出 され た。

第1遺 構面

調 査 域 北 部 に 幅3m、 長 さ13mの 東 西 方 向 に礫 が レン ズ状 に隆 起 して い る

と ころが あ り、 それ よ り北 側 に おい て は遺 構 は検 出で きな か った。

土 拡 調 査 域 ほ ぼ申央 にお い て レ ンズ状 の礫 層 が 低 くな る あた りよ り南 側 に

2m×5.5mの 楕 円形 状 の遺構 で あ る。 上 層 には炭 が混 じり、 完形 に近 い 土 師

器(坏 ・塊 ・皿)、 黒色 土 器(腕 ・坏)が 、須 恵 器(甕 ・タ コ壺)、 緑 釉 陶 器

鉄 器 と共 に約150点 出土 した。 遺物 の 多 くは 、 北側 の肩 口を 始め 、 石 にとま っ

た よ うに幾 重 な りか にな った状態 で 出土 した。 下 層(灰 色 砂)に も完 形 の土 器

が み られ たが 、 上 層 に比 べ 少 な く細 片 が 多 か った。 土 拡 の掘 り方 は深 さ10～

15跏 で あ る。
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ピ ッ ト 調 査 域 南部 で検 出 した ピ ッ トは、 多 くは直径20～30砌 の 円形 を 呈

し、 深 さ10～20翩 の もので あ る。埋 土 内 よ り、須 恵 器 、 土 師器 の細 片 が 出土

した。 相互 にお け る関連 は つか め え な か ったQ

第2遺 構 面

第1遺 構 面 の 調査 時 に、東 部 及 び 西部 にお い て、 トレンチ調査 を行 った お り

方 形 の ピ ッ ト及 び溝 を検 出 した。 第1遺 構面 の調 査 を終 え る と東部 で 検 出 した

ピ ッ トは並 び そ うで あ った ので 、 あ えて2次 遺 構 面 の調 査 を行 った。

建 物3間(6m)×2間(3.6m)の 南北 棟 建 物 で あ る。柱 間 は 桁 行2

m、 梁 行1,8mで 、 掘方 は一 辺50～100cm前 後 の不 整 形 な方形 で あ る。 柱穴

は20伽 前後 で あ る。 掘方 の埋 土 は灰褐 色 粘質 土 で、 須 恵 器、 土 師 器等 が 少 量

出土 してい る。 建物 面 積 は21.6㎡ で あ る。

挿図5遺 構実測図
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そ の他 の ピ ッ ト 建 物 と考 え られ る もの 以 外 に も8個 の ピ ッ トが検 出 され た

が 、2m間 隔 で 並 ぶ ものが み られ るが、 相 互 の 関連 はつ かみ えな か ったQ

溝1幅40～60cm、 深 さ4emで 、 礫 層 に平 行 して調 査 域 を東 西 方 向 に 走

る溝 で あ る。 埋 土 上 か ら軒 丸 瓦 が 出土 して お り、溝 内か ら も少量 の細片 土 器 が

み られ た。

溝2幅50～60α π、深 さ5em、 長 さ7mで 調 査域 南 西 隅 に お いて検 出 され

た 。南 端 で は 溝3と 合 流 す る。 溝 内 か らは、須 恵 器(坏 ・蓋)、 土師 器(壺)

等 が 出 土 してい る。

溝3幅50碗 、深 さ10砌 、 長 さ1.5mを 測 る。溝 内か らは少 量 の土 器 が 出

土 して い る。

3.遺 物

今 回 の調 査 に よ り出土 した遺物 は遺 物 収 納箱15箱 で あ る。 サ ヌ カ イ ト剥 片

鉄 器 、 瓦 等 、若 干 の遺物 以外 はす べ て土器 で あ り、 その 多 くは、 土 拡 と包含 層

か らの もので あ る。 若干 の 中世 遺物 を 除 けば、 奈 良 ～ 平安 時 代 にか けて の もの

で あ る。 現 在 整 理 申 の ため 、若 干 の 説 明 に と どめ て お く。

須 恵 器 坏 ・蓋 ・瓶 ・甕 ・壺 等 が 出土 して い る。

蓋 は、 天 井部 が平 らに 近 く、 口縁端 部 で ほぼ垂 直 に屈 曲 し、 つ まみ は擬 宝 珠

様 で あ る もの(ピ ッ ト出土)と 、 口縁 部 が 内傾 した後 、 内 弯 し外 下方 に下 り端

部 に い た り、 内面 端部 近 くに鋭 い か え りを 有 し、 宝 珠様 の つ まみ を有 す る もの

とが あ る(溝2)。 坏 は、 立 ち あが りは短 く内傾 して 端部 に いた り、受 部 は 外

上方 へ の び た の ち、 更 に上方 へ のび て い る もの(溝2)と 、 平 らな底部 に外 傾

す る 口縁部 の つ くもの(包 含 層)、 さ らに底 部 外 面 に箆 切 りの の ち にナ デ て仕

上 げ、 貼 り付 け高 台 の つ くもの もあ る(表 採)。 瓶 は体 部外 面 に ロ クロ 目が底

部外 面 に は糸 切 りの 痕跡 が 明瞭 に認 め られ る もの(表 採)等 が あ る。

土 師 器

包 含 層 か らの 出土 遺物 と して、 口径16～18em、 器 高4～5翩 の坏 が あ る。
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共 に底部 は 欠損 してい るが 、大 き い方 は外 面 、横 方 向の ヘ ラ磨 きが されて お り

内面 には放 射 線 状 の暗 文 が み られ 、 口縁 端 部 は内側 に傾 斜 し、 そ こに わず か な

凹み が み られ る。

次 に土 拡 か らは、 口径13em、 高 さ4砌 前 後 の高 台を 有 す る碗 と、 口径10

翩余 、 高 さ25～3伽 のわ ず か に丸 味 をお び た平 らな底 部 と、外 反 す る短 い 口

縁 部か らな り内 外面 を横 ナ デ して い る坏、 口径11em、 高 さ1.5emの 口縁部 の

み 横 ナ デ して い る皿 とが み られ る。坏 ・皿 と もに 口縁端 部 内側 に 凹 みを もつ も

の と もた ない もの、 口縁部 が 内 弯気 味 の もの と外 反 す る もの と にわか れ る。

黒色 土 器,.類 は 口径15～16ern、 高 さ5.5砌 余 の もの と、 口径18em、 高

さ6伽 の もの が み られ 、B類 は 口径12伽 、 高 さ4伽 の 口縁端 部 内側 に 凹み を

もつ ものが1点 出土 して い る。 これ らの土 師 器(坏 ・塊 ・皿)、 黒 色 土器 塊 は

包 含 層か らもみ られ る。

縁釉 陶 器 口径17砌 、現存 高5emを 測 り濃縁色 の釉 を施 して い る もの と、

細片 で はあ るが、 線 描 き して い る もの もあ る。

以上 土 拡 出土 の遺物 は、 完 形 に近 い多 量 の 土師 器 特 に食 器 類 が少 量 の須 恵 器

と縁釉 陶 器 を伴 って 出土 した。 各 器 形 の組 合 せ や その数 量 的 関係 な どで興 味 あ

る事 実 を示 す 資料 と予 想 され る。

挿図6遺 構実測図
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4お わ りに

加 治 ・神 前 ・畠 中遺 跡 は、 上 述 して きた よ うに、 近 木 川下 流 右岸 、 低 位 段 丘

o
上 に位 置 し、 既 応 の調 査 に よ り、 弥 生、 古墳 時代 の溝 、 平安 時 代 の建 物 跡 が検

出 され て お り、縄 文 ～ 中世 に い た るい ろん な遺 物 が 出土 して い るQ

今 回 の調 査 に よ り、奈 良 時代 の掘 立 柱建 物1棟 、 平 安 時代 の土 拡(土 器 溜 り)

と と もに奈 良 時 代 と思 われ る瓦 、 土 砿 よ り平 安 時代 の ほ ぼ完 形 と思 われ る土 器

150点 余 が、 緑釉 陶 器、 鉄器 と共 に 出土 して い る。 掘立 柱 建物 は、3間(6m)

×2間(3.6m)の 南 北 棟(や や東 にふ る)で 、 方 形 に近 い 掘 り方 を呈 し、 建

物 面積 は21.6㎡ で あ る。

又、 奈 良時 代 の 軒 丸瓦 が1点 出土 して お り、 近 くに コギ ドと呼 ばれ る小 字 名

も残 り、 「吉 記 」「明月 記 」等 に も堂 の 存在 が 記載 され て お り、 近義 郷 お よび

近 木 庄 に お け る中 心 的寺 院 の存 在 が 、 ク ロー ズ ア ップ され る。

土砿(土 器 溜 り)か らは150点 余 の土器 が 出土 したが 、須 恵 器 の出土 量 は極

わ ず か で、 土 師 器 が圧 倒 的 に 多 く、黒 色 土 器 もみ られ る。 土 師器 は、坏 、 皿 が

多 く塊 もみ られ るが甕 は限 られ てい る。 現 在 、整 理 中で あ るた め、 詳細 は今 後

何 らか の 方法 で 報 告 で きる もの と考 え て い る。

註 ① 大 阪文 化 財 セ ン ター 「貝 塚 中央 線 建設 予 定 地 内試 掘 調 査 報告 書」1976

註 ② 大 阪 府教 育 委 員 会、 貝塚 申 央線 建 設 予 定地 内調 査(1978)に よ る(広

瀬 和 雄氏 よ り御教 示)

貝塚 市 内 にお い て も開 発 とい う行 為が あ ち こ ちに お いて進 め られ つ つ あ る。

そ の行 為 は家 を建 て 道 を つ けれ ば よ い とい う もので はあ るまい 。 そ れ は遺跡 の

調 査 を す れ ば それ で お わ りとい う もの で な い の と同 じで あ る。 開発 対 文 化 財 保

護 とい わ れ て き たが 、生 活 環境 を 高 めて い く為 に もお互 い協 力 して 同 じ方 向 へ

進 まね ば な らな い。

担 当 者 の未 熟 な ため、 調 査等 い ろい ろ問題 点 もあ る と思 うが 、御 批 判 、 御指

導 を あ お ぎ今 後 の 指標 と して い きた い。
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